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持続可能な社会の実現には、無限に地球に降り注ぐ
太陽光エネルギーを電気・化学エネルギーに変換する
システムが必要である。そのために、高性能・低価格
のペロブスカイト太陽電池や有機薄膜太陽電池、水分
解で水素を発生させる光触媒の開発が世界中で行われ
ている。しかし、これら光エネルギー変換材料は、元素
組成や分子構造だけでなく、薄膜デバイスを作製する
ときの溶媒・混合などのプロセスにおいて、多くの因子
が最終的な性能に複雑に影響するため、効率的な開発
は困難である。我々は、独自のマイクロ波分光プラット
フォームを開発し、太陽電池材料・光触媒の電荷輸送
機構を解明するだけでなく、材料の高速スクリーニング
が可能な手法を確立した。例えば、ある光触媒材料で
は本評価結果を基に従来の性能を3倍向上させ、また、
数百種類の粉末状の半導体から有望な材料を見出し、
その光検出器としての性能を１〜２桁向上させた成膜
プロセスの開発にも成功している。さらに、機械学習
を用いた高分子材料の仮想スクリーニングと実材料の
合成・評価を通じて、超高速材料探索法を確立した。

特徴・独自性

本測定法では、膜にならない粉末材料でもその本
質的な光電気特性を高速に評価することができる。
それにより、未着目の既存物質だけでなく新規物質
の中から有望な光エネルギー変換材料を超高速探索
し、その基礎物性解明と社会実装を目指す。
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高速材料探索を可能にする時間分解評価装置

対象とする光エネルギー変換材料
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